
　

明
治
20
年
10
月
28
日
、
日
本
赤

十
字
社
徳
島
県
支
部
は
日
本
赤
十

字
社
徳
島
県
委
員
部
と
し
て
、
全

国
で
最
初
に
設
立
さ
れ
た
６
支
部

の
１
つ
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
事
務
所
を
県
庁
（
旧
蜂
須
賀
藩
家
老
賀
島
氏

屋
敷
）
内
に
置
い
て
い
ま
し
た
が
、
日
清
戦
争
を
機
に
業

務
が
増
加
し
た
た
め
、
明
治
32
年
、
徳
島
市
徳
島
本
町
に

事
務
所
・
倉
庫
・
看
護
婦
養
成
所
等
か
ら
な
る
支
部
社
屋

を
新
築
（
写
真
上
）。

　

翌
年
の
北
清
事
変
や
日
露
戦
争
（
明
治
37
年
〜
38
年
）

等
の
際
に
は
、
救
護
班
を
派
遣
す
る
な
ど
、「
敵
、
味
方

区
別
な
く
傷
つ
い
た
人
々
を
救
う
」
と
い
う
赤
十
字
の
使

命
の
も
と
、
戦
時
救
護
に
尽
力
。

　

大
正
12
年
９
月
に
起
こ
っ
た
関
東
大
震
災
の
際
に
は
、

多
数
の
救
護
員
を
被
災
地
へ
派
遣
す
る
と
と
も
に
救
援
物

資
を
送
付
す
る
な
ど
、懸
命
の
救
護
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

昭
和
20
年
７
月
３
日
に
空
襲
の
た
め
社
屋
が
焼
失
し
ま

し
た
が
、
翌
日
に
は
市
内
の
民
家
に
て
業
務
を
再
開
。
そ

の
後
、
終
戦
を
迎
え
て
か
ら
も
、
阪
神
淡
路
大
震
災
や
東

日
本
大
震
災
に
お
け
る
救
護
活
動
を
は
じ
め
、
救
急
法
等

の
普
及
活
動
や
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
、
青
少
年

赤
十
字
活
動
の
推
進
な
ど
、
各
種
人
道
活
動
を
通
し
て
、

赤
十
字
の
人
道
博
愛
の
精
神
は
脈
々
と
受
け
継
が
れ
、
平

成
29
年
に
は
、
支
部
創
立
1
3
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
節
目
を
記
念
し
て
、「
人
道
博
愛
の
心
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
美
術
展
の
開
催
を
は
じ
め
、
徳
島
赤
十
字
病
院

の
増
築
や
各
市
町

村
へ
の
災
害
用
資

機
材
の
配
備
等
の

記
念
事
業
を
実
施

し
、
こ
れ
ま
で
受

け
継
が
れ
て
き
た

赤
十
字
の
人
道
精

神
を
未
来
へ
つ
な

げ
る
飛
躍
の
一
年

に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

赤十字の人道活動は皆様方の
日本赤十字社活動支援費（日赤社費）で行われています

ご協力をお願いします
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ニュース in

「
人
道
博
愛
」の
百
三
十
年

平
成
29
年
、
徳
島
県
支
部
は
創
立
百
三
十
年
を
迎
え
ま
す

明治32年当時の支部社屋（徳島市徳島本町）

当支部 1階玄関に明治時代の看護衣など歴史的な資料を展示しています
（徳島市庄町三丁目）

（徳島県立小松島高等学校 1年　福
ふく

良
ら

　満
みず

帆
ほ

さん作成）

今に生きる「人道博愛の心」展
〜美術に見る日本赤十字社の歩み〜

期　間：平成29年4月22日㈯〜6月11日㈰
会　場：徳島県立近代美術館（徳島県文化の森総合公園内）
主　催　　今に生きる「人道博愛の心」展実行委員会
　　　　　（日本赤十字社徳島県支部・徳島新聞社・徳島県教育委員会）
観覧料　　大　　　人　当日 1,000 円　前売及び団体 800円
　　　　　高校・大学生　当日  600 円　前売及び団体 500円
　　　　　中学生以下　無料
　　　　　障がい者は本人に限り無料（障がい者手帳をご提示ください。）
　　　　　　※団体料金は20名以上の場合。

東郷青児　ナース像
日本赤十字社蔵　©あしなが育英会

支部創立 130周年記念
ロゴマーク



熊本の復興に向けて

　

少
し
ず
つ
、
Ｅ
Ｒ
（
救
急
外
来
）
の
シ
ス
テ
ム
、
運
用
が

変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
各
科
医
師
と
協
力
し
、

重
症
患
者
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
、
医
師
１

名
が
救
急
部
へ
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
Ｅ
Ｒ
の
外
傷
対
応

レ
ベ
ル
が
ぐ
ん
と
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
Ｅ
Ｒ
に
お
け
る
重
症
外

傷
患
者
へ
の
対
応
で
は
、外
傷
初
療
、処
置
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ

た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
看
護
師
、
検
査
部
、
臨
床
工
学
技
士

の
協
力
も
あ
り
、緊
急
輸
血
等
も
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
病
院
前
救
急
医
療
に
対
応
す
る
た
め
、
消
防
機
関

か
ら
の
医
師
派
遣
要
請
に
応
え
ら
れ
る
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運

用
も
開
始
。
昨
年
４
月
か
ら
本
年
９
月
ま
で
に
４
２
０
件
の

出
動
が
あ
り
、
内
約
８
割
が
消
防
か
ら
の
直
接
要
請
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
本
年
６
月
か
ら
は
２
台
目
の
ド
ク
タ
ー
カ
ー
と

し
て
ラ
ピ
ッ
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
カ
ー
を
導
入
。
運
用
時
間
は
平

日
の
み
で
す
が
、
今
年
６
月
か
ら
は
19
時
ま
で
出
動
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
病
院
、
消
防
か
ら
の
救
急
要
請
に
、
よ
り
迅

速
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
医
師
２
名
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に

活
気
づ
い
た
救
急
部
は
、
今
後
も
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
診

療
に
あ
た
り
ま
す
。

救急医療チーム　福田救急部長（右から５番目）

徳
島
赤
十
字
病
院
の
診
療
科
や
ト
ピ
ッ
ク
ス

を
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
「
徳
島
赤
十
字
病
院
」。

今
回
は
、
救
急
部
の
チ
ー
ム
医
療
の
紹
介
で
す
。

　
救
急
部
長
　
福
田　
　
靖

　4月に発生した震度 7の地震で、大きな被害を受けた熊本
県。当支部では、本震発生直後の 16日から徳島日赤DMAT
や医療救護班を被災地に派遣し、救護活動を展開しました。
　また、皆さまから寄せられる義援金についても平成 29
年 3月 31 日まで募集期間を
延長し、被災者を支援して
います。寄せられた義援金
は、一切の手数料をいただ
くことなく全額が被災地に
順次届けられています。

株式会社キョーエイ様　義援金贈呈式（9月30日）

徳島県立鳴門渦潮高等学校様　義援金贈呈式（10月24日） 勝浦町赤十字奉仕団様　義援金贈呈式（6月3日）

平成28年　熊本地震災害義援金
398,844 件� 26,969,353,282 円

（日本赤十字社受付分　10月21日現在）

    1,120 件� 66,234,159 円
（日赤徳島県支部受付分　11月21日現在）

シ
リ
ー
ズ
　徳
島
赤
十
字
病
院

シ
リ
ー
ズ
　徳
島
赤
十
字
病
院

第
11
回
　救
急
部

中
国
・
四
国
各
県
か
ら
救
護
班
が
集
結

～
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
て
救
護
訓
練
を
実
施
～

　

11
月
12
日
・
13
日
の
２
日
間
、
徳
島
市
川
内
町
旭
野
運
動
公
園
に
お
い
て
「
日
本
赤
十

字
社
中
国
・
四
国
各
県
支
部
合
同
災
害
救
護
訓
練
」
を
約
６
０
０
人
の
参
加
の
も
と
実
施

し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生
に
備
え
、
中
国
・
四
国
の
赤
十
字
各
県

支
部
は
も
と
よ
り
各
防
災
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
迅
速
か
つ
適
切
な
救
護
活
動

の
確
立
な
ど
が
目
的
。

　

四
国
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
６
の
地
震
が
発
生
し
、
揺
れ
や
津
波
に

よ
り
多
数
の
傷
病
者
が
出
て
い
る
と
い
う
想
定
の
も
と
、
出
動
指
示
を
受
け
た
各
県
の
赤

十
字
救
護
班
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
本
県
に
集
結
し
ま
し
た
。

　

緊
急
車
両
の
サ
イ
レ
ン
音
が
鳴
り
響
き
、
緊
迫
し
た
雰
囲
気
の
中
、
特
殊
メ
イ
ク
を
施

し
た
傷
病
者
を
消
防
や
警
察
が
次
々
と
救
出
。
引
継
を
受
け
た
救
護
班
は
ト
リ
ア
ー
ジ
と

呼
ば
れ
る
治
療
の
優
先
順
位
付
け
を
行
っ
た
後
、
症
状
に
応
じ
て
処
置
し
、
重
症
度
の
高

い
傷
病
者
は
徳
島
赤
十
字
病
院
を
想
定
し
た
テ

ン
ト
へ
と
搬
送
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
避
難
所
で
不
安
を
抱
え
る
被
災
者
に

寄
り
添
う
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
活
動
や
、
赤
十
字
防

災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
避
難
所
支
援
な
ど
、

赤
十
字
の
特
色
を
活
か
し
た
訓
練
も
取
り
入
れ
、

実
際
の
災
害
さ
な
が
ら
の
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
明
ら
か
に
な
っ
た
成
果
や
課

題
を
検
証
し
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
対
す

る
対
応
力
の
更
な
る
強
化
を
図
り
ま
す
。

救
護
医
師
と
し
て
訓
練
に

参
加
し
た

　
　
　

徳
島
赤
十
字
病
院　

研
修
医

�

阿
部　
夏
季
（
写
真
右
）

　

緑
エ
リ
ア（
軽
症
）の
リ
ー
ダ
ー

医
師
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
災

害
時
に
は
、
治
療
に
必
要
な
機
材
が
限

ら
れ
、
通
常
の
診
療
と
は
違
う
難
し
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
医
師
と
し

て
働
い
て
い
く
上
で
南

海
ト
ラ
フ
の
地
震
は
避

け
て
は
通
れ
ま
せ
ん
の

で
、
今
後
も
災
害
救
護

訓
練
に
は
積
極
的
に
参

加
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

傷
病
者
役
と
し
て
参
加
し
た

　
　
　

徳
島
県
立
総
合
看
護
学
校

�

都　
奈
々
子
さ
ん
（
写
真
左
）

　

将
来
、
救
急
や
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
し
て
活

躍
す
る
看
護
師
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
患
者
か
ら
情
報

を
正
確
に
聞
き
取
る
こ
と
が
難
し
そ
う

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

普
段
は
簡
単
な
こ

と
で
も
、
災
害
現
場

で
は
ど
う
な
る
か
わ

か
ら
な
い
の
で
、
日
頃

か
ら
基
本
を
大
事
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。

重傷者の手当てにあたる救護員

救護所から災害拠点病院への搬送

救助に集結した緊急車両やヘリコプター

参加者の声参加者の声参加者の声

搬送された傷病者を手当てする徳島赤十字病院のスタッフ

修了式で整列する救護要員



　

青
少
年
赤
十
字
（
Ｊ
Ｒ
Ｃ
）
加
盟
校
の
徳

島
市
八
万
小
学
校
と
徳
島
市
内
町
小
学
校
で
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
を
疑
似
体
験
す
る
福
祉

体
験
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

福
祉
体
験
学
習
は
、
お
年
寄
り
や
障
が
い

の
あ
る
人
の
状
態
を
体
感
し
、
そ
の
人
の
気

持
ち
を
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
思
い
や
り
の

こ
こ
ろ
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
県

内
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ
加
盟
校
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

学
習
で
は
、
地
域
の
赤
十
字
奉
仕
団
員
の

協
力
の
も
と
、
高
齢
者
体
験
セ
ッ
ト
（
手
足

の
お
も
り
や
特
殊
め
が
ね
）
を
装
着
し
た
状

態
で
の
日
常
動
作
や
車
イ
ス
の
操
作
、
ア
イ

マ
ス
ク
で
目
隠
し
を
し
て
の
歩
行
な
ど
を
行

い
、
自
分
た
ち
に
も
で
き
る
介
助
方
法
を
考

え
る
こ
と
で
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
態
度
目
標
で
あ
る

「
気
づ
き
、
考
え
、
実
行
す
る
」
力
を
育
み

ま
し
た
。

「
思
い
や
り
の
こ
こ
ろ
」
を
育
む
福
祉
体
験
学
習

体におもりを着けて、高齢者疑似体験をする児童
（10月 27日　八万小学校）

福祉体験に参加した児童からお礼のお手紙を
いただきました

内町小学校（上）、八万小学校（下）

未
来
を
担
う

　
青
少
年
赤
十
字
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

　

赤
十
字
の
支
援
団
体
「
徳
島
県
赤
十
字

有
功
会
」
か
ら
、青
少
年
赤
十
字
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー（
通

称
ト
レ
セ
ン
）
に
参
加
し
た
Ｊ
Ｒ
Ｃ
メ
ン

バ
ー
へ
Ｔ
シ
ャ
ツ
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ト
レ
セ
ン
と
は
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
が

赤
十
字
の
基
本
原
則
や
国
際
人
道
法
へ
の

理
解
を
深
め
、
人
道
的
な
価
値
観
を
身
に

つ
け
る
と

と
も
に
、

集
団
生
活

の
中
で

リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を

学
ぶ
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、

今
年
度
は
、

Ｊ
Ｒ
Ｃ
加

盟
校
41
校
か
ら
１
０
１
名
の
メ
ン
バ
ー
が

参
加
。

　

小
・
中
・
高
の
校
種
ご
と
に
救
急
法
講

習
や
炊
き
出
し
訓
練
、
青
少
年
赤
十
字
防

災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ま
も
る
い
の
ち
ひ

ろ
め
る
ぼ
う
さ
い
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
特
色
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

７
月
28
日
行
わ
れ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
贈
呈
式

で
は
、
県
赤
十
字
有
功
会　

森
荘
太
郎
副

会
長
が
「
ど
う
す
れ
ば
人
の
役
に
立
つ
こ

と
が
で
き
る
か
を
学
び
、
世
界
の
平
和
と

福
祉
に
貢
献
で
き
る
人
に
成
長
し
て
く
だ

さ
い
。」
と
Ｊ
Ｒ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
へ
Ｔ
シ
ャ

ツ
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

ト
レ
セ
ン
で
は
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
真

剣
に
活
動
に
取
り
組
む
メ
ン
バ
ー
の
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

Ｔシャツを贈呈する有功会 森荘太郎副会長（左）と
受け取るJRCメンバー（右）

あ
な
た
の
“
こ
の
１
本
”
が
支
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渡辺不動産様に設置した支援自販機
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援
自
販
機
の
設
置
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
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年
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月
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月
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分
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式
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社
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不
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様
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波
製
紙
株
式
会
社
様

●「香典返し」のご寄付
　「香典返し」にかわる思いの伝え方として、ご香典の一部を赤
十字へご寄付いただく方が増えています。
　赤十字ではその尊いご厚意に対し、挨拶状等を作成して、ご遺
族の思いを会葬者の皆様にお届けしています。
・有功章（20万円以上）のご協力をいただいた場合、ご会葬者の方々への
挨拶状等のお世話をさせていただきます。

●遺言や遺産によるご寄付
　「自分で築いた財産の一部を遺言により赤十字へ寄付したい」、
「故人の遺産を社会のために寄付したい」などのご相談やお申し
出が増えています。
　こうした尊いご意思にお応えするために、「遺言」や「相続財産」
によるご寄付をご提案しています。

　・遺言による寄付
　遺言による方法で、財産の一部の受取人として、日本赤十字
社徳島県支部を指定することができます。

　・相続財産による寄付
　ご遺族の方が相続された財産を相続税の申告期限内（相続開
始から 10ヶ月以内）に当支部へご寄付いただいた場合、その寄
付された財産には相続税がかかりません。

赤十字へのご寄付は、所得税や法人税、相続税の控除対象となります。
詳しくは当支部ＨＰをご覧いただくか、お電話（TEL：088−631−6000）にてお問い合わせください。
ご希望の方にはパンフレットを送付させていただきます。

香典返し
寄付パンフレット

遺言・遺産寄付
パンフレット

または
https://www.tokushima.jrc.or.jp

で検索！

ホームページを
リニューアルしました！

日本赤十字社徳島県支部

このような “思いの伝え方 ”もあります



　徳島県の大学生で組織するボランティアが、若者に献血への興味を持ってもらう
新しい取り組みとして、9月24日、徳島駅前の特設ステージで書道パフォーマンス
を行いました。
　袴姿の大学生3人が大きな筆を持ち、縦3メートル横4メートルの紙に「夏は献血
へGO！君に救える命がきっとある」など、豪快な筆さばきを披露し観客を魅了。
　パフォーマンスを終えた学生が「多くの人の命を救うために多くの協力が必要です。
もっと同年代の人にも関心を持ってもらいたい」と訴えると、大きな拍手が沸き起こ
りました。
　通りがけに見ていた高校生は「迫力に驚いた。献血に興味が湧いた。今度学校に献
血バスが来たら協力したい」と話していました。

豪快パフォーマンスで

献血を呼びかけ

で

　約8万2000人の熱気に包まれた10月のア
ニメイベント「マチ★アソビ Vol. 17」。献血
もイベントとして定着し、遠く神奈川県から「献
血に来ました！」と協力してくれる人も。
　国民的人気アニメキャラクターに扮したコスプ
レイヤーは「毎年このイベントでしか献血する機
会がない。これか
らも血液センター
には参加してほし
い」と熱く語って
くれました。

　夏休みに小学生の親子が血液の不思議を学び体験
するゼミナールを血液センターで開講しました。
　顕微鏡で赤血球や白血球を見た児童は「こんな玉
が体の中で仕事をしているなんて不思議」との声。
また人工腕に採血針を刺す体験では「重く（抵抗が）
なくなったから（血管に）針が入ったことが分かっ
た。緊張した」と恐るおそる取り組んでいました。
　参加した児童は「い
ろいろ体験できて楽し
かった。献血の大切さ
がわかった」と話して
いました。

　「子ども連れだと献血に行きづらい」と
考える方も多いのではないでしょうか。
　そこで献血ルーム アミコは、お子様と
一緒に献血できるキャンペーン第2弾を
行います！
　採血ベッドの横にお子様用の椅子を用
意。献血中の生の声をお子様に伝えて、
将来の献血者を育てませんか？
　平成29年1月末まで実施中です！！

　8月27日、徳島インディゴソックスの試合が
JAバンク徳島スタジアムで行われ、観客に献血
への協力を呼び掛けました。
　けんけつちゃんは会場入口で職員と一緒に献血
推進うちわを配布したり、ジェット風船を観客と
一緒に飛ばしてスタンドを盛り上げるなど、会場
を走り回っていました。
　観客は「献血を知る
きっかけになった。一度
行ってみようかな」と興
味を持ったようでした。

（献血）いっちょやってみっか！わくわくドキドキの採血体験
スタンドを盛り上げる
けんけつちゃん

来て、見て、触って、
体験して！
来て、見て、触って、
体験して！
来て、見て、触って、
体験して！

応援も全力投球
けんけつちゃん
応援も全力投球
けんけつちゃん
応援も全力投球
けんけつちゃん
応援も全力投球
けんけつちゃん 親子ゼミ

献血に

のご協力を！

400mL

“あともう１回を”

3回/年 2回/年
男性 女性

成分献血は

0120-688-950

親子で献血しませんか？親子で献血しませんか？

ホームページ公開中！ Facebookはじめました。
最新情報つぎつぎ更新中！

ホームページ公開中！ Facebookはじめました。
最新情報つぎつぎ更新中！

人間を救うのは、人間だ。日本赤十字社スローガン

＜日本赤十字社徳島県支部管内の赤十字施設をご案内します＞
・日本赤十字社徳島県支部事務局 徳島市庄町3丁目12－1 TEL：088－631－6000
・徳島赤十字ひのみね総合療育センター 小松島市中田町新開4－1 TEL：0885－32－0903
・徳島赤十字障がい者支援施設ひのみね 　　　　同上 　　　　　同上

・徳 島 赤 十 字 乳 児 院 小松島市中田町新開2－2 TEL：0885－32－0555
・徳 島 赤 十 字 病 院 小松島市小松島町字井利ノ口103 TEL：0885－32－2555
・徳島県赤十字血液センター 徳島市庄町3丁目12－1 TEL：088－631－3200

年1回から


